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総合評価 

養殖事業の無人化は合理化だけでなく作業安全面からも待望される技術であり、社

会的ニーズは高い。重要な取り組みであり十分な社会受容性がある分野である。実装

へ向けて要素技術を確立し、提供するサービスを満たす PoC の実現を目指して技術開

発を進めてほしい。 
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